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ABSTRACT

Recently　many　high　school　students　have　come　to　take　such　a　sitting

pose　as　makes　the　knees　bent　without　touching　their　hips　on　the　floor．

We　have　researched　their　physical　fitness　in　813　male　students　and　271

female　students　of　16―19　years　old．

丶Ve　have　gained　the　following　results．

1 レRohrer ’s　Indeχ　of　male　students　was　significantly　lower　level　with

118　than　129　0f　non －sitting　students　（control ），　but　their　body　percent　fat

was　significantly　high　value　with　18　。　5％fat　against　control　value　with

16 ．9^ 　fat．

2 ．　The　back　strength　of　male　students　was　eχtremely　lower 　value　with

子

勇



要

n2　kg　than　129　kg　of　control　value．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1

3．　Their　standing　maintenance　time　was　significantly　shorter　with　51

sec．　than　control　with　84　sec．

旨

現在の高校生の機能面，特に体力的な記録はこ

こ数年停滞している．多くの高校で，休み時間や

体育授業時の少しの休息時に座りこむ生徒を多く

見かけるようになった．このような座りこむ生徒

の体力を検討し，次のような結果を得た・

（1） 座りこむ生徒のローレル指数は118 と低値

であったが， 体脂肪率は18 ．5^ 　fatであり，他

群より有意に高値であった．

（2） 座りこむ生徒の背筋力は112kg と，座ら

ない生徒の129kg より1 ％水準で 有意に 低値で

あった．

（3） 座りこむ生徒の直立保持時間は51 秒であ

り，座らない生徒の84秒より5 ％水準で有意に短

時間であった．

（4） 筋持久力の測定と考えられる空気イスの持

続時間は，座りこむ生徒は92秒であり，座らない

生徒の118 秒と比較し5 ％水準で有意に短時間で

あった．

緒　　　言

文部省は体力・運動能力の報告5）で，昭和39年

から昭和55年までの年次変遷について一般的傾向

としては，体力も運動能力も漸次向上しつTつある

と述べている．しかし，昭和45年度の高校生男女

と昭和55年度の比較では，運動能力・体力は前者

がより優れていたとも報告している．

現実に高校生を指導していて，この10年間の生

徒の一般的傾向として，体力・運動能力の停滞傾

向を感じざるを得ない．

近年，生徒の学校生活で，生徒か座りこんで話
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をしている光景を見かけるようになった．その座

り方も，折り曲げた膝の上に両腕をのぱし，尻を

落としたポーズである．また，体育授業時に少し

の休息時に腰を落として座りこむ生徒もよく見か

けられるようになった．少なくとも体力や運動能

力で最頂点に到達しようという年代の取るべきポ

ーズではないと考えられる．これらのポーズを取

るべき背景に，筋低下，精神的集中力の低下があ

るのではないかという観点で調査を行なった．

調 査 方 法

都内全域にわたる高校から19校が調査対象とな

った．各学校の対象生徒は，年齢16 ～19 歳の20 名

から100 名の範囲であった．「座らな い生徒」（N

群），「ポーズとしてしゃがむ生徒」（S 群），「体

育授業時に座る生徒」（P 群），「ポー ズ・体育授

業時に座る生徒」（B 群）と 対象生徒 を 分けた．

その分類のための判定は，調査員によ った．

表1　 調査対象人数

座らな
い生徒

ポーズ
として
しゃが
む生徒

体育時

に座る
生徒

ポ
ー ズ
体育陦
座る生

徒

計

男

女

572

165

77

28

64

23

100

55

813

271

計 737 105 87 155 1 ，084

（1） 調査対象人員：

表1 に示すとおり，総数1 ，084名で， 男子813

名，女子271 名であった．座らない生徒は67．9％

で，対象生徒の3 分の1 は何らかの形で座りこむ

と判定された．

（2） 調査項目：

背筋力， 垂直とび，身長，体重，ローレル指
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数，皮脂厚か ら算出する体脂肪率 ）゚， マニア社製

のグラビコーダ に よ る重心測定，直立保持時間

（家庭用 ヘルスメータ2 台をlcm 間隔で置き，

被験者はその上に立ち，メータの動揺がおさまっ

てから測定を開始し≫　5kg単位で動揺したときま

で計時する方 法），筋持久力を測定する総理府提

案によるファミリー体力テストの1 項目である空

気イスを行なった．これは壁を利用し，膝，腰を

90度に固定し，その持続時間を計時するというも

のである．

さらに，座りこむ生徒と座らない生徒の代表者

から，広背筋，大殿筋，大腿二頭筋，大腿四頭

筋，腓腹筋の節電図を記録した．座位時と立位時

の筋放電パターンの相違を検討事項として 加え

た．

調査結果と考察

図1 に，調査対象生徒の身長，体重を示した，

図中に昭和56年度の同年齢代の全国平均を 示し

た，身長には，男女とも各群間に差は見 られな
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かったが，体重では，男子のS 群は56 ．5kgであ

り，N 群の59 ．3kgに比較し5 ％水準で有意に低

体重であった．女子のS 群，P 群は男子の場合と

逆に高値であった．

図2 に，ローレル指数と体脂肪率を示した．男

子のS 群は身長，体重から推測できるように，口

－レル指数は118とN 群の125．6に比較して1 ％水

準で有意に低値であった．しかし体脂肪率では，

男子のS 群は18 ．5＃　fatで，N 群の16 ．5＃　fat

に比較して5 ％水準で有意に高値である．このこ

とは，見かけ上はるいそうと判断されるにもかか

わらず，体脂肪率が高いということか ら体組成

上，筋量の少ないことが推定できる．これは小野

ら7）の，るいそう者必ずしも小体脂肪率者ではな

いという報告を支持するものと思われる．

一方，女子では，S 群はローレル指数では他群

と大きな差にもかかわらず，体脂肪率18．8＃と男

子並の値であり，他群とは1 ％水準で有意に低値

である．この群のみは，他群の女子と比較した場

合筋量が多いと考えたい．なぜならば，図3 で示
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図1　 対象生徒の身長・体重と全国平均の比較
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S 群（112kg），　P群（117kg ），　B 群（119kg ）で

あり，3 群とも1 ％水準で有意に低値であった．

女子のB 群（69kg）はN 群の77kg より低値であ

ゾ
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各群の垂直とびと背筋力

した垂直とびの成績では，S 群の女子のみが1 ％

水準で有意に高値であることからも示唆される．

背筋力では，男子のN 群129kg と比較すると，
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つた．日本人の体力標準値8）で比較検討すると，

男子の場合55歳代の値であり，女子は40歳代後半

の値と一致する．体力の老齢化か未発達かの論は

別として，あまりにも著しい筋力の低下であ っ

た，立位姿勢の保持や全身的運動に重要な役割を

果たすといわれている背筋力4）の低下が，白常の

行動の中で座りこむ原因を生み出しているのかも

知れない．

図4 に，直立不動姿勢の保持時間を示したレ男

子も女子も，床上の直立姿勢の検査ではN 群より

短い時間でしか直立不動姿勢を保持できない．こ

のことは，背筋力の低下とも大いに関係があると

考えられる．

図5 は，下肢筋群の持久力の指標として有用な

空気イスの成績を示した．男子はN 群より他群が

短時間の傾向があり，S 琲は5 ％水準で有意に短

時間であった．

一方，女子のS 群はN 群より長く保持できる傾
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図4　2 つの方法による直立不動姿勢の保持時間

向 にあ った が，他 の2 群 は有 意に短 い 保持時 間で

あ った ．直立 保持時 間 も，空 気 イス も被験者 の 意

志 で中 途でや め ること も可 能 な こと か ら，精 神的

な集 中力 の指 標に もな りうる ．そ の意 味で は，座

り こむ生 徒 は精神的 集中 力 の持 続時 間 が短い の か

も知 れない ．

図6 は ，　Gravicoder で測 定し た 重 心位 置と背

筋力 の関係を 示した ．被験者 は ラ ンダ ムに抽出 し

た38 名によ る もので ，30 秒間 の開 眼 によ る立位姿

勢で 測 定さ れた ．重 心 位 置のO ％ は かか と端 を 示

し ，100 ％ はつま 先であ る ．　r 　＝0 ．6624 で0 ．1％

水 準で 有 意な相関 を示 し背筋 力 の低値 の者 は重 心

が かか と寄 りであ った ．重心 位 置や足 のう らの研

究1゛3・9）はあ る が， 背筋 力 との 関係 を 報 告して い

る の はない こと から，今後 ， より詳 細 な検討 が必

要 と 考え られ る．

図7 （a ），（b ） は ， 座 りこむ 習 慣 のあ る生 徒

（subj　：　1） と座 らない 生 徒 （subj　：　2） の立 位時
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図5　 各群の空気イスの成績
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な筋放電が生じるのかも知れない．

結　　 語
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学校の休憩時や体育授業時に座りこむ生徒を見

かけるようになった．座りこむ生徒と座らない生

徒の体力調査をし，次の結果を得た．

（1） 座りこむ男子生徒の ローレル指数は，　118

と低値であ ったが，体脂肪率は18 ．55＆　fatと，

他群より有意に高値であった．

（2） 座りこむ生徒の背筋力の低下は著しい．

（3） 座りこむ生徒は直立保持時間が短い．

（4） 座りこむ生徒の空気イスの持続時間は座り

こまない生徒のそれより短い．

以上の結果より，体育指導上，次のようなこと

か考慮される．

11） 体育指導の際，生徒の体力向上をねらいと

したプログラムを組み入れる創意工夫が求められ

llⅢ町川11H回

背筋力（kg）

Y ＝0 ．274X　＋　10．21

r　＝0 ．6624

（p＜0 ．001）

図6　 重心位置と背筋力の関係（開眼時）

と座位時の筋電図を示した．立位時にsubj　：　1は

M ．　biceps　femoris　（右） とM ．　gastrocnemius

（左）に筋放電が導出され，　subj　：　2　には導出さ

れなかった．また 立位，座位への移行期の筋放

電パターンの相違がうかがえ る．少なくとも

subj　：　1　は，立位時に筋の緊張があると考えられ

る．座りこむことが日常化された結果，このよう

Subj ．　1

m ．　latissimus　dorsi　（「ight」

m ．　latissimus　dorsi　（left　）

m・gluteus　maximus

m・gastrocnemius 　（　right　）

m 。「ectus　femoris　（left ）

m ．　rectus　femoris　（「ight」

stand　up sit　down

図7（a ） 座りこむ生徒（Subj－1）の立位時と座位時のEMG の比較
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Subj ．2
r・IssI ・μ

m ．　latissimus　dorsi　（　right）

？ ●● ●● ●●
，
Φ － － ●・

m ，　latissirnus　dorsi　 （left ）

m ・　gluteus　maximus

一一

m ．　biceps　femoris （tight ）

ぶ

m ．　gastrocnemius 　（ 　right ）

ドrji
・　gastrocnemius　いeft）

m ．　rectus　femoris　（left）

m ，　rectus　femoris　（　right）

stand　up sit　down

図7（b ） 座らない生徒（Subj－2）の立位時と座位時のEMG の比較

る．

（2） 特に背筋力のトレーニングを授業の随所に

取り入れ，積極的な背筋力強化が望まれる．
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